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くはしがき>

近年、わが国では、心臓病の権患率、死亡率が増加し、その中で特発性心筋

症、とりわけ拡張型心筋症の占める割合が大きくなってきている O そのうち心

筋炎は拡張型心筋症の原因のーっと考えられ、臨床的に拡張型心筋症と考えら

れていた症例で、部検時に心筋炎が証明される場合も多い。

心筋炎 Cmyocarditis) あるいは炎症性心筋症Cinflammatorycardiomyopathy) 

は、壊死を伴った心筋の炎症性疾患で、ウイルス、細菌など種々の原因で生じ

る。心筋炎に対する治療のうち、免疫抑制療法に関しては、現在でも賛否両論

カミある。

最近、原因不明の自己免疫疾患や炎症性疾患での免疫グロプリン療法の有効

性が注目されている O その作用機序は不明であるが、 respiratorysyncytialウイ

ルス感染予防効果に代表される中和抗体としての作用、 ITP(idiopathic

thrombocytopenic p日中ura)での成功でみられるように、 Fcレセプターのブロッ

ク作用、活性化された補体の不活性化や、炎症性サイトカインに対するおwn-

regulatorとしての作用などが仮定されている。事実、これらの作用が接合的に

働き、川崎病や多発性筋炎では著効している。そこで申請者は、その病状の進

展に、病原としてのウイルスのみならず、炎症性サイトカインが関与している

実験的心筋炎あるいは心筋症での詳細な検討を行い、その有効性を確認すると

ともに、免疫グロプリンの Fc部分が効果発現に関与している結果を得つつあ

るO そこで本研究では実験的心筋炎モデルでならびに臨床症例で、免疫グロプ

リンの抑制性Fcレセブターを介する新しい治療の可能性を検討した。
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